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「霊場多峯主」の歴史 
飯能市立博物館 学芸職員 村上 達哉  

 

「霊場多峯主」というのは、昭和 19(1944)年に飯能第一国民学校が編集し刊行した、『飯能郷土史』の 99 ペ
ージにみられる項題です。その本文は、主に多峯主山頂下にある雨乞池について記述したものですが、最近、市
域の代表的な大名墓である多峯主山黒田直邦墓(以下「直邦墓」と記す 写真 1)を調べるうちに、霊場としての
多峯主山を別の視点で考えるようになりました。表 1 にまとめたのが、多峯主山頂及びその周辺に所在する、信
仰・宗教に関係する場所や遺物の一覧です。造営・建立の年代順に並べてみると、多峯主山黒田直邦墓(享保 20
〈1735〉年造営)が最も古いことが分かります。その後、直邦の 23 回忌や 33 回忌に墓所に石灯篭が奉献されて
いくのですが、その間に周辺には宝篋印塔が建立されたり、礫石経塚が造営されたりしています。 

中でも注目したいのは、明和 2(1765)年造営の礫石経塚です。現在、多峯主山の山頂にある礫石経塚の石塔裏
面には「[  ]在霊山」との文字が刻まれています。「霊山」が多峯主山を指しているのであれば、18 世紀半ば
に“多峯主山は霊山”と認識されていたものと思われます。その契機となったのは、やはり、直邦墓でしょう。 

その後の「霊場多峯主」の歴史はというと、画期が慶応 2(1866)年に認められます。前岩の根元に、能仁寺 22
世徹恩大和尚の遺言により、線刻不動明王像(写真 2)が建立されますが、それを皮切りに、明治 4(1871)年には前
岩の上に御嶽神社の社殿が建てられ、その後周辺には数多くの石塔・石碑が建てられます。前岩は俄かに御嶽信
仰の聖地となった感があります。ただ、『新編武蔵風土記稿』という 19 世紀前半の地誌には、多峯主山の前岩に
ついて「此岩上なかんづく眺望いとよし」などとあるものの、信仰の場であるような記述は一切ありません。19
世紀前半には、前岩はまだ明確に信仰の対象として捉えられてはいなかったのかもしれません。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

写真 1 多峯主山黒田直邦墓 

 

 

 

 

 

 

 

                                                                

                                     

        

 

 

 

写真 2 

前岩の線刻不動 

明王像             表１ 多峯主山頂周辺の信仰・宗教に関係する場所と遺物 
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